
第５回『ロータリーの友』地区だより（11月号）           

 
朝夕めっきり涼しくなり、紅葉の便りもきかれる今日この頃、皆様におかれましてはお変わりなく

お過ごしのことと存じます。 
 
１１月は『ロータリー財団月間』です。 
是非お目通し頂きたい記事 
☆ 横組 
○RI会長メッセージ                   ・・・・・・・・・・・・  １頁 
李東建 RI 会長は、ロータリー財団の使命を「健康の改善、教育の支援、それに貧困の軽
減を通して、ロータリアンたちが世界理解、善意、平和を推進できるようにすることです」

と述べています。そして「私たちの財団をより強固なものにする責任は、私たち一人ひと

りの双肩にかかっているのです」と、ロータリアンの協力を促しています。 
 （ロータリージャパンより） 

○ 「ロータリー財団を知ろう」 
   片岡瑛子氏に聞く  聞き手ロータリーの友委員長 上野 孝  ・・・・・・・  ６頁 
   ・ローラリー財団への寄付の行方           ・・・・・・・・・・・ １２頁 
   ・ロータリー財団最新資料              ・・・・・・・・・・・ １６頁 
   ・ロータリー日本財団の動向             ・・・・・・・・・・・ １８頁 
○ 「１１月３～９日は世界インターアクト週間」      ・・・・・・・・・・・・ ２１頁 
○ 「ロータリーこみみコラム」              ・・・・・・・・・・・ ２５頁 
   ロータリーの創始者ポール・ハリスにまつわる石灯篭のエピソードです。 
○ 「よねやまだより」                  ・・・・・・・・・・・ ２９頁 
   今月号から、母国と日本の懸け橋として活躍する米山学友のシリーズが始まります。 
○ RI指定記事 
   特集 「ポリオ撲滅」  “撲滅に向けた働きかけ” 
     世界からポリオをなくすには、資金、ワクチン、そして協力が必要 
☆ 縦組 
○ 「高校生の現状から見る子ども像 広島県立広島観音高等学校長 山廣 泰子氏 ・・・２頁 
   夏休みに花を植えました。教員に「抜きますよ」と言われました。でも、抜かれま

せんでした。子どもたちの心は健全でした。教員の心が狂っていました。。子ども

たちは、大きな可能性をもっています。それを信じて、一人ひとりの可能性を伸ば

すのが、親であり、学校であり、地域です。    （ロータリージャパンより） 
○ 俳壇                         ・・・・・・・・・・・ １４頁 
「炎天の蝶の行方やめくるめく」 和歌山・和歌山北 RC  岩内美登理会員 
「車いすたたまれてあり萩の花」 和歌山・田辺東 RC  谷峰 恭子会員 

○ 歌壇                         ・・・・・・・・・・・ １４頁 



  「今年の旱天続き西瓜よし 素人農園大玉八個」   大阪・堺東 RC 竹山 時和会員 
○ 柳壇                       ・・・・・・・・・・ １４頁 
  「惜しまれつ愛嬌消えたくいだおれ」       和歌山・新宮 RC 塩崎 公治会員 
  「愛犬に帰りの近道教えられ」      大阪・堺フェニックス RC 田幡 茂美会員 
○ 言いたい 聞きたい                ・・・・・・・・・・ １６頁 
  「決議 二三―三四」              大阪・泉大津 RC 中島治一郎会員 
○ 友愛の広場                    ・・・・・・・・・・ １８頁 
  「ケープタウンでメークアップ」        大阪・岸和田北 RC 西出 省三会員 
○ ロータリーアットワーク              ・・・・・・・・・・ ２４頁 
  「炎天下 植樹の準備」            大阪・岸和田北 RC 
 
◎ 産経新聞及び産経関西 HPの外部広報が始まりました。 
・ 産経新聞毎週日曜日朝刊に 12回掲載されます。 
・ 産経関西HPのトップページの“ポリオワクチン投与”のバナーをクリックしてください 
・ 2640地区 HPにもりんくされていますので、是非見てください。 
 

◎ 国際ロータリー2640地区“女性ロータリアンの集い”ご案内 

 
 
                     「ロータリーの友」地区委員 
                       山口 正眞（和泉 RC） 


